
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

規

則

】

○

岡

山

県

行

政

組

織

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

行

政

改

革

推

進

室

則

○

岡

山

県

事

務

処

理

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

〃

則

○

岡

山

県

職

員

駐

車

場

の

管

理

及

び

使

用

に

関

す

財

産

活

用

課

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

覚

せ

い

剤

取

締

法

施

行

細

則

等

の

一

部

を

改

正

医

薬

安

全

課

す

る

規

則

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報

令和２年３月３１日 号 外



◎
岡
山
県
規
則
第
三
十
七
号

岡
山
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
七
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

自
然
環
境
課
に
、
全
国
植
樹
祭
推
進
室
を
置
く
。

第
九
条
第
二
項
中
「
及
び
事
業
者
復
興
支
援
室
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

経
営
支
援
課
に
、
事
業
者
復
興
支
援
室
を
置
く
。

第
十
五
条
の
表
中
「
電
算
開
発
班

収
税
班
」
を
「
収
税
班
」
に

「
土
地
改
良
指
導
班
」
を
「
た

、

め
池
対
策
班

土
地
改
良
指
導
班
」
に

「
支
出
管
理
班
」
を
「
支
出
管
理
班

新
給
与
シ
ス
テ
ム
開

、

発
班
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
五
号
中
「
も
の
」
を
「
も
の
及
び
内
部
事
務
課
の
分
掌
に
属
す
る
も
の
」
に
改

め
る
。

第
十
六
条
の
七
第
二
号
中
「
経
済
セ
ン
サ
ス
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
工
業
統
計
調
査
及

び
商
業
統
計
調
査
」
を
「
経
済
セ
ン
サ
ス
及
び
工
業
統
計
調
査
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
号
を
第
十
一

号
と
し
、
同
条
第
九
号
中
「
利
活
用
」
を
「
分
析
及
び
活
用
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、

同
条
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

毎
月
流
動
人
口
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

、

、

第
十
八
条
第
二
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し

第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ

第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

内
部
統
制
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
六
条
の
四
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

自
然
環
境
課
全
国
植
樹
祭
推
進
室
に
お
い
て
は
、
全
国
植
樹
祭
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
二
十
八
条
第
十
五
号
中
「
、
医
療
及
び
福
祉
」
を
「
及
び
医
療
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
七
号
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
採
血
及
び
供
血

あ
つ
せ
ん
業
」
を
「
献
血
の
推
進
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
号
中
「
及
び
知
的
障
害
者
」
を
「
、
知
的
障
害
者
及
び
発
達
障
害
者
（
発
達
障
害
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児
（
健
康
推
進
課
の
分
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く

）
を
含
む

」
に
改
め
る
。

。

。
）

第
三
十
八
条
第
一
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
同
条

第
三
項
を
削
る
。

第
三
十
九
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
九
年
法
律
第
四
十
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
十
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

経
営
支
援
課
事
業
者
復
興
支
援
室
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

中
小
企
業
組
合
等
共
同
施
設
等
災
害
復
旧
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

二

そ
の
他
他
課
の
分
掌
に
属
し
な
い
被
災
事
業
者
の
復
興
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
十
四
条
第
一
項
第
八
号
中
「
岡
山
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
メ
ガ
生
産
団
地
構
想
の
推
進
」
を
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
産
地
育
成
推
進
事
業
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
二
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

農
業
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
農
業
共
済
組
合
の
指
導
、
監

督
及
び
検
査
に
関
す
る
こ
と
。

第
五
十
条
第
一
項
中
第
十
九
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
一
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
下
げ
、
第
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

第
五
十
三
条
の
二
第
二
号
中
「
に
係
る
設
計
、
積
算
等
」
を
「
の
積
算
基
準
等
」
に

「
各
事
業
」

、

を
「
事
業
」
に

「
係
る
電
子
計
算
処
理
シ
ス
テ
ム
の
研
究
、
開
発
及
び
運
用
」
を
「
必
要
な
積
算
シ

、

ス
テ
ム
、
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
等
の
運
用
等
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
第
十
号
中
「
及
び
」
を
「

耕
地
課
及
び
治
山
課
の
分
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
第

（

十
四
号
に
お
い
て
同
じ

及
び

に
改
め

同
条
第
十
一
号
中

地
す
べ
り
防
止
施
設

の
下
に

耕

。
）

」

、

「

」

「
（

地
課
及
び
治
山
課
が
所
管
す
る
地
す
べ
り
防
止
区
域
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ

」
。
）

を
加
え
、
同
条
第
十
三
号
中
「
地
す
べ
り
防
止
工
事
」
の
下
に
「

耕
地
課
及
び
治
山
課
が
所
管
す
る

（

地
す
べ
り
防
止
区
域
に
係
る
も
の
を
除
く

」
を
加
え
る
。

。
）

「

」

「

」

第
六
十
二
条
の
二
第
一
号
中

各
種
手
当
の
認
定
及
び

を

扶
養
親
族
の
認
定
及
び
各
種
手
当
の

に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
の
賃
金
及
び
非
常
勤
嘱
託
職
員
」
を
「
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
料

並
び
に
短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
臨
時
的
任
用
職
員
、
非
常
勤
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嘱
託
職
員
」
を
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
六
条
の
表
中
「

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号

」
を
削
る
。

（

）

第
百
三
十
三
条
の
二
第
一
項
中
第
十
七
号
を
削
り
、
第
十
八
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
十
九
号
か
ら

第
二
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
百
三
十
九
条
第
一
項
中
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
下
げ
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
三
十
九
条
第
十
一
項
中
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
二
条
第
一
項
中
第
二
十
号
を
第
二
十
一
号
と
し
、
第
十
九
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
八

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
九

低
炭
素
建
築
物
制
度
に
関
す
る
こ
と
。

「

」

「

」

、

、

第
百
四
十
八
条
中

こ
の
款

を

こ
の
条
及
び
第
百
五
十
条

に
改
め

同
条
中
第
六
号
を
削
り

第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と
す
る
。

第
百
五
十
条
第
二
項
中
第
十
八
号
を
削
り
、
第
十
九
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
二
十
号
を
第
十
九
号

と
し
、
第
二
十
一
号
を
第
二
十
号
と
す
る
。

第
百
七
十
五
条
の
三
第
四
項
第
三
号
中
「
以
下
第
七
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
四
条
第
五
号
中
「
の
申
請
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
申
請
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
一
条
中
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
一
条
の
三
中
「
の
各
号
」
を
削
る
。

第
百
九
十
三
条
中
「
第
十
一
条
に
規
定
す
る
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
の
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
六
条
中
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
」
に
改
め
る
。

「
漁
場
環
境
研
究
室

「
水
圏
環
境
室

第
二
百
十
条
の
二
第
五
項
中

を

海
面
・
内
水
面
増
殖
研
究
室

に
改
め
る
。

開
発
利
用
室

栽
培
・
資
源
研
究
室

」

資
源
増
殖
室

内
水
面
研
究
室
」

第
二
百
十
条
の
九
第
一
項
中
「
水
圏
環
境
室
」
を
「
漁
場
環
境
研
究
室
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

四

湖
沼
河
川
環
境
の
改
良
保
全
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
百
十
条
の
九
第
二
項
中
「
開
発
利
用
室
」
を
「
海
面
・
内
水
面
増
殖
研
究
室
」
に
改
め
、
同
項

に
次
の
二
号
を
加
え
る
。
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四

魚
病
対
策
及
び
養
殖
業
の
安
定
化
に
関
す
る
こ
と
。

五

内
水
面
資
源
の
回
復
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
百
十
条
の
九
第
三
項
中
「
資
源
増
殖
室
」
を
「
栽
培
・
資
源
研
究
室
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項

を
削
る
。

第
二
百
四
十
一
条
第
二
項
中
「
の
各
号
」
を
削
る
。

第
二
百
四
十
二
条
中
「
の
各
号
」
を
削
り

「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

、

第
二
百
四
十
四
条
第
二
項
中
「
の
各
号
」
を
削
る
。

第
二
百
五
十
五
条
第
三
号
及
び
第
二
百
五
十
七
条
第
二
項
中
「
、
首
都
圏
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
を

「
並
び
に
首
都
圏
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
に
改
め
る
。

第
三
百
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
管
理
者
）

県
立
美
術
館
に
、
管
理
者
を
置
く
。

第
三
百
十
六
条

２

管
理
者
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、
館
務
を
掌
理
す
る
。

３

管
理
者
は
、
館
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

第
三
百
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
及
び
県
立
美
術
館
」
を
削
る
。

第
三
百
十
七
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
副
管
理
者
）

県
立
美
術
館
に
、
副
管
理
者
を
置
く
。

第
三
百
十
七
条
の
三

２

副
管
理
者
は
、
管
理
者
を
助
け
、
管
理
者
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

第
三
百
二
十
七
条
第
一
項
中
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
」
に
改
め
る
。

第
三
百
三
十
条
の
二
第
一
項
中
「
及
び
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
生
物
科
学
研
究
所
」
を
削
り
、
同

条
第
二
項
中
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
総
括
研
究
員
」
を
「
総
括
研
究
員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を

削
る
。

第
三
百
五
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

第
三
百
五
十
六
条

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
岡
山
県
庁
庁
舎
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

２

岡
山
県
庁
庁
舎
管
理
規
則
（
平
成
八
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
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す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
九
条
第
二
項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
項
」
を
加
え
る
。
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◎
岡
山
県
規
則
第
三
十
八
号

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
手
続
き
」
を
「
手
続
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
所
掌
に
属
す
る
」
及
び
「

以
下
「
都
市
局
の
事
務
」
と
い
う

」
を
削
り
、
同
条
中
第
五
項
を
削
り
、
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
を
第
六
項
と
す
る
。

（

。
）

第
十
三
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
六
項
及
び
第
七
項
」
を
「
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
改
め
る
。

臨
時
又
は

短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
及
び
特
別
職
の

非
常
勤
職
員

特
別
職
の

別
表
第
一

３
の
項

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
同
項

中
「

」
を
「

(1)

11

28

31

27

30

26

29

25

」
に
改
め
、
同

を
同
項

と
し
、
同
項
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を
三
ず
つ
繰
り
下
げ
、

を

と
し
、
同

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

非
常
勤
職
員

25

28

24

27

15

23

14

15

15

1
6

●

短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
介
護
休
暇
の
指
定
期
間
の
指
定

岡
山
県
職
員
服
務
規
程

昭
和

年
岡
山
県
訓
令
第
５
号

以
下

服

（

（

3
6

「

。

」

）

1
1

）

務
規
程

と
い
う

第
条
の
２

。

1
7

（

●

短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
介
護
時
間
の
承
認

服
務
規
程

1
1

）

第
条
の
３

別
表
第
一

３
の
項

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(1)

13

1
4

●

短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
育
児
休
業
及
び
育
児
短
時
間
勤

務
の
承
認

期
間
の
延
長
の
承
認
及
び
承
認
の
取
消
し
並
び
に
部
分
休
業

，

の
承
認
及
び
承
認
の
取
消
し

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

（

令和２年３月３１日　岡山県公報　号外



（

1
1
0

）

1
9

）

律
平
成
３
年
法
律
第

号
第
２
条

第
３
条

第
５
条

第
条

，
，

，

別
表
第
一

中

の
項
を

の
項
と
し
、

の
項
を

の
項
と
し
、

の
項
を

の
項
と
し
、
同
表

の
項
中

を

と
し
、
３
か
ら

ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(1)

29

30

28

29

27

28

26

19

20

18

（

1
9

○

３
地
方
独
立
行
政
法
人
の
役
員
等
の
賠
償
責
任
の
免
除
に
係
る
承
認

第

）

条
の
２
第
２
項

別
表
第
一

中

の
項
を

の
項
と
し
、

の
項
か
ら

の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表

の
項
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(1)

26

27

17

25

16

物
品

金
額
は

取
得
物
品
の

(3)

・

，

。

時
価
評
価
額
に
よ
る

ア
１
件

万
円
以
上
の
も
の

出
納
局
長

出
納
局
長
へ
の
合
議
は

,
0
0
0

○

・

3
，

用
度
課
長
を
経
由
す
る

。

こ
と

イ
１
件

万
円
未
満
の
も
の

出
納
局
長

出
納
局
長
へ
の
合
議
は

,
0
0
0

○

・

3
，

用
度
課
長
を
経
由
す
る

。

こ
と

ウ
１
件

万
円
未
満
の
も
の

出
納
局
長

出
納
局
長
へ
の
合
議
は

,
0
0
0

○

・

2
，

用
度
課
長
を
経
由
す
る

。

こ
と

,
0
0
0

○

エ
１
件

万
円
未
満
の
も
の

用
度
課
長

1
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別
表
第
一

中

の
項
を

の
項
と
し
、
同
表

の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
中
１
を
４
と
し
、
同
４
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

交
付
及
び
修
繕
に
関
す
る

管
理

交
付
及
び
修
繕
に
関
す
る

(1)

16

17

15

，

１
物
品
の
貸
付
け

財
産
の
交
換

譲
与

無
償
貸
付
け
等
に
関
す
る
条
例

金
額
は

貸
付
物
品
の

（

・

，
，

，

昭
和

年
岡
山
県
条
例
第
３
号

第
８
条
の
規
定
に
よ
る
無
償
貸
付
け

取
得
額
又
は
時
価
評

（

3
9

）

。
。

及
び
減
額
貸
付
け
を
含
む

価
額
に
よ
る

）

１
件

万
円
以
上
の
も
の

軽
易
又
は
定
例
的
な
も
の
を
除
く

出
納
局
長

出
納
局
長
へ
の
合
議
は

(1)
,
00
0

（

）

○

・

。

5
，

用
度
課
長
を
経
由
す
る

。

こ
と

１
件

万
円
未
満
の
も
の

軽
易
又
は
定
例
的
な
も
の
を
除
く

出
納
局
長

出
納
局
長
へ
の
合
議
は

(2)
,
0
0
0

（

）

○

・

。

5
，

用
度
課
長
を
経
由
す
る

。

こ
と

１
件

万
円
未
満
の
も
の
及
び
１
件

万
円
以
上
の
も
の
で
軽

出
納
局
長

出
納
局
長
へ
の
合
議
は

(3)
,
00
0

,
00
0

○

・

4
4

，

易
又
は
定
例
的
な
も
の

用
度
課
長
を
経
由
す
る

。

こ
と

,
0
0
0

○

(4)
１
件

万
円
未
満
の
も
の

用
度
課
長

21
0
0

○

(5)
１
件

万
円
未
満
の
も
の

用
度
課
管

理
班
長

２
物
品
の
借
受
け
及
び
寄
託
に
係
る
動
産
の
受
入
れ
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時
価
が
１
件

万
円
以
上
の
も
の
又
は
賃
借
料
の
総
額
が
１
件

出
納
局
長

出
納
局
長
へ
の
合
議
は

(1)
,
0
0
0

○

・

5
，

万
円
以
上
の
も
の

軽
易
又
は
定
例
的
な
も
の
を
除
く

用
度
課
長
を
経
由
す
る

,
0
0
0

（

）。

1

。

こ
と

時
価
が
１
件

万
円
未
満
の
も
の
又
は
賃
借
料
の
総
額
が
１
件

出
納
局
長

出
納
局
長
へ
の
合
議
は

(2)
,
0
0
0

○

・

5
，

万
円
未
満
の
も
の

軽
易
又
は
定
例
的
な
も
の
を
除
く

用
度
課
長
を
経
由
す
る

,
0
0
0

（

）。

1

。

こ
と

時
価
が
１
件

万
円
未
満
の
も
の
又
は
賃
借
料
の
総
額
が
１
件

出
納
局
長

出
納
局
長
へ
の
合
議
は

(3)
4
,
0
0
0

8
0
0

○

・

，

万
円
未
満
の
も
の
及
び
時
価
が
１
件

万
円
以
上
の
も
の
又
は
賃
借

用
度
課
長
を
経
由
す
る

4
,
0
0
0

。

料
の
総
額
が
１
件

万
円
以
上
の
も
の
で
軽
易
又
は
定
例
的
な
も
の

こ
と

8
0
0

2
,
0
0
0

5
0
0

○

(4)
時
価
が
１
件

万
円
未
満
の
も
の
又
は
賃
借
料
の
総
額
が
１
件

用
度
課
長

万
円
未
満
の
も
の1
0
0

2
0

○

(5)
時
価
が
１
件

万
円
未
満
の
も
の
又
は
賃
借
料
の
総
額
が
１
件

万
用
度
課
管

円
未
満
の
も
の

理
班
長

３
物
品
の
交
換

譲
与
及
び
減
額
譲
渡

金
額
は

物
品
の
取
得

・

，
，

額
又
は
時
価
評
価
額
に

。

よ
る

１
件

万
円
以
上
の
も
の

出
納
局
長

出
納
局
長
へ
の
合
議
は

(1)
5
,
0
0
0

○

・

，

用
度
課
長
を
経
由
す
る
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。

こ
と

１
件

万
円
未
満
の
も
の

出
納
局
長

出
納
局
長
へ
の
合
議
は

(2)
5
,
0
0
0

○

・

，

用
度
課
長
を
経
由
す
る

。

こ
と

１
件

万
円
未
満
の
も
の

出
納
局
長

出
納
局
長
へ
の
合
議
は

(3)
4
,
0
0
0

○

・

，

用
度
課
長
を
経
由
す
る

。

こ
と

2
,
0
0
0

○

(4)
１
件

万
円
未
満
の
も
の

用
度
課
長

1
0
0

○

(5)
１
件

万
円
未
満
の
も
の

用
度
課
管

理
班
長

別
表
第
一

中

の
項
を

の
項
と
し
、

の
項
を

の
項
と
し
、

の
項
を

の
項
と
し
、
同
表

の
項
中
３
を
２
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(1)

15

16

14

15

13

14

12

○

２
業
務
計
画
書
の
承
認
及
び
履
行
期
間
の
延
長

別
表
第
一

中

の
項
を

の
項
と
し
、

の
項
を

の
項
と
し
、

の
項
を

の
項
と
し
、
同
表
９
の
項
１

及
び
２
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
５

及
び

中
「

」

学
事
班
長

総
務
班
長

社
会
福
祉
法
人

(1)

12

13

11

12

10

11

(8)

(14)

(15)

を
「

」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

者

13

（

）

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
令
和
元
年
法
律
第
８
号

。

に
基
づ
く
大
学
等
の
確
認
に
関
す
る
こ
と
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（

1
4

○

(1)
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
旨
の
勧
告
及
び
命
令

第
条
第
１
項

第
，

）

３
項

別
表
第
一

中
９
の
項
を

の
項
と
し
、
８
の
項
を
９
の
項
と
し
、
７
の
項
を
８
の
項
と
し
、
同
表
６
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

(1)

10

（

）

７
知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部

１
知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
の
決
定

第
２
条

免
責
に
関
す
る
条
例

令
和
２
年
岡

（
）

○

山
県
条
例
第
５
号

の
施
行
に
関
す

知
事
に
係
る
も
の

人
事
課
長

(1)

る
事
務

○

(2)
(1)以

外
の
も
の

人
事
課
長

別
表
第
二

の
項

中
「

3
9

」
を
削
り
、
同
項

中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

昭
和

年
岡
山
県
条
例
第
３
号

転
用

転
用
等
及
び
不
用
の
決
定
並
び
に

。

(1)
29

(5)

(7)

，

転
用

転
用
等
及
び
不
用
の
決
定
並
び
に

経
営
す
る
社
会
福
祉
法
人

経
営
す
る
者

本
庁
執
行
の
工

別
表
第
二

の
項

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表

の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表

の
項

中
「
（

(3)
30

(7)

，

32

33

(2)

事
を
含
む

に
お
い
て
同
じ

１
件

万
円
未
満
の
も
の

変
更
に
よ
り
１
件

万
円
以
上
と
な
る
も
の
で
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
受
け
た
も
の
を
含
む

に
限

。
。

。

(
3
)

）
」
を
削
り
、
同
表

の
項
中
「

5
,
0
0
0

（

5
,
0
0
0

）

（

36

）
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

る

。

１
件

万
円
未
満
の
工
事
及
び
用
地
買
収
に
係
る
調
査

測
量

試
験
及
び
設
計
の
委

(1)
,
0
0
0

5
，

，

託
変
更
に
よ
り
１
件

万
円
以
上
と
な
る
も
の
で
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
受
け
た

（

,
0
0
0

5

も
の
を
含
む

の
執
行
の
決
定

入
札
の
公
告

指
名
入
札
者
の
指
名
並
び
に
入
札
予
定
価

。）

（

，

）

格
最
低
制
限
価
格
及
び
調
査
基
準
価
格
の
決
定
を
含
む

。

，業
務
計
画
書
の
承
認
及
び
履
行
期
間
の
延
長

(2)

監
督
員
の
選
任

(3)
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別
表
第
三
人
事
課
の
部
１
の
項
２
中
「

」
の
次
に
「

）
」
を
加
え
、
同
２

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
３
を
削

一
般
職

短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く

臨
時
的
任
用
職
員

会
計
年
度
任
用
職
員

（

。

(4)

臨
時
的
任
用
職
員

短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員

育
児
休
業
及
び

職
員

短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除

り
、
同
部
３
の
項
２

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
３
中
「

」
を
「

（

(3)

く
に
係
る
育
児
休
業
及
び

平
成
３
年
法
律
第

号
岡
山
県
職
員
服
務
規
程

昭
和

年
岡
山
県
訓
令
第
５
号

以
下
こ
の
部
に
お
い
て

と

。
。

）

」
に
改
め

「

1
1
0

」
を
削
り
、
同
部
６
の
項
７
中
「(

（

3
6

「
」
及
び
「
」

、
（

）

い
う

介
護
休
暇

職
員

短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く

に
係
る
介
護
休
暇

介
護
時
間

職
員

短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員

。
。

）
」
を
削
り
、
同
項

中
「

」
を
「

（

）

」
に
改
め
、
同
項

中
「

」
を
「

（

10

11

）

」
に
改
め
、
同
部
７
の
項
１
中
「

」
を
「

」
に

「

）
」
を
「

）

を
除
く

に
係
る
介
護
時
間

給
料
の
決
定
に
関
す
る

給
料
及
び
短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
の
基
本
報
酬
の
決
定
に
関
す
る

い
う

い
う

。
。

。

、

，

岡
山
県
短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

令
和
元
年
岡
山
県
条
例
第

号
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
条
例

と
い
う

及
び
岡

（

4
4

「

」

）

。
。

山
県
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

令
和
元
年
岡
山
県
条
例
第

号
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
条
例

と
い
う

給
料

給

（

4
5

「

」

）
」
に
改
め
、
同
１

中
「

」
を
「

。
。

(2)

」
に

「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
２

中

料
及
び
短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
の
基
本
報
酬

第
４
条

第
４
条

短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
条
例
第
３
条

会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
条
例
第
３
条

、

，
，

(1)

初
任
給
調
整
手
当

初
任
給
調
整
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
を
含
む

第
８
条
の
３

短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
条
例
第
５
条

会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
条
例
第

「

」
の
次
に
「

）
」
を

「

」
の
次
に
「

（

、
。

，
，

７
条

第
条

会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
条
例
第

条
第

条
の
４

短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
条
例
第
９
条

会
計
年

」
を
加
え
、
同
２

中
「

1
5

」
の
次
に
「

1
3

」
を
加
え
、
同
２

中
「

1
9

」
の
次
に
「

(2)

，

(3)

，
，

1
7

」
を
加
え
、
同

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

度
任
用
職
員
給
与
条
例
第

条
(3)

○

ウ
短
時
間
勤
務
会
計
年
度
任
用
職
員
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る

も
の

別
表
第
三
人
事
課
の
部
７
の
項
３

ウ
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

臨
時
的
任
用
職
員

会
計
年
度
任
用
職
員

(2)

別
表
第
三
環
境
企
画
課
の
部

の
項
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

15

４
特
定
解
体
工
事
元
請
業
者
に
関
す
る
事
務

指
導
及
び
助
言

第
条

県
民
局
長

(1)

（

48

）

○

報
告
の
徴
収
及
び
立
入
検
査
等

第
条

第
条

県
民
局
長

(2)

（

9
1

9
2

）

○

，

別
表
第
三
環
境
企
画
課
の
部

の
項
中
７
を
削
り
、
６
を
７
と
し
、
５
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

15
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６
第
一
種
特
定
製
品
引
取
等
実
施
者
に
関
す
る
事
務

勧
告
及
び
命
令

第
条

県
民
局
長

(1)

（

4
9

）

○

報
告
の
徴
収
及
び
立
入
検
査
等

第
条

第
条

県
民
局
長

(2)

（

9
1

9
2

）

○

，

別
表
第
三
環
境
管
理
課
の
部

の
項
４

中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

及
び

又
は

16

(9)

別
表
第
三
循
環
型
社
会
推
進
課
の
部
１
の
項

中
「

」
を
削
り

「

」
を
「

」
に
改
め

「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
、

欠
格
要
件
に
該
当
す
る
に
至
つ
た

届
出

等
の
欠
格
要
件
に
係
る
届
出

第
９
条
第
６
項

第
７
項

、

、

(11)

，

同
項

、

及
び

中
「

」
を
削
り

「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
部
２
の
項
１
中

を

と
し
、

を

と
し
、
同

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

欠
格
要
件
に
係
る

の
届
出

等
の
欠
格
要
件
に
係
る
届
出

、

(32)

(36)

(48)

(9)

(13)

(8)

(9)

(9)

（

1
2

○

(10)
浄
化
槽
処
理
促
進
区
域
の
指
定

変
更
及
び
廃
止
の
協
議

第
条
の

農
村
振
興

，

４
課
長

）

治
山
課
長

水
産
課
長

都
市
計
画

課
長

設
置
計
画
の
協
議

第
条
の
５

県
民
局
長

(11)

（

1
2

）

○

情
報
の
提
供
の
請
求

第
条
第
２
項

県
民
局
長

(12)

（

49

）

○

別
表
第
三
循
環
型
社
会
推
進
課
の
部
２
の
項
１
中

を

と
し
、
同
１

中
「

1
1

」
を
「

1
1

」
に
改
め
、
同

を
同
１

と
し
、
同
１

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
条
の
２

第
条
の
３

(7)

(8)

(6)

(6)

(7)

(5)

使
用
の
休
止
又
は
再
開
の
届
出
の
受
理

第
条
の
２

県
民
局
長

(6)

（

1
1

）

○
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別
表
第
三
循
環
型
社
会
推
進
課
の
部
２
の
項
１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（

5
7

）

○

(14)
指
定
検
査
機
関
の
指
定

第
条

特
定
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
の
指
導

助
言

勧
告
及
び
命

県
民
局
長

(15)

○

，
，

（

1
1

）

令
附
則
第

条

別
表
第
三
保
健
福
祉
課
の
部

の
項
２

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
６
中

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

健
診

検
診

28

(6)

(5)

(6)

(4)

(5)

(3)

急
迫
の
場
合
等
に
お
い
て
資
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
支
援
給
付
及

県
民
局
長

(4)

○

び
配
偶
者
支
援
金
の
支
給
を
受
け
た
者
か
ら
の
徴
収
金
の
徴
収

別
表
第
三
保
健
福
祉
課
の
部

の
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

28

８
支
援
給
付
及
び
配
偶
者
支
援
金
の
支
給
の
廃
止
を
行
う
際
に
そ
の
者
が
生

県
民
局
長

○

活
困
窮
者
に
該
当
す
る
場
合
の
事
業
又
は
給
付
金
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

等

別
表
第
三
指
導
監
査
室
の
部
１
の
項
１

及
び

中
「

」
の
次
に
「

）
」
を
加
え
、
同
部
４
の
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

係
る
も
の

被
措
置
児
童
等
虐
待
に
係
る
も
の
を
除
く

（

。

(1)

(2)

２
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
第
二
種
社
会
福
祉
事
業

社
会
福
祉
住
居
施
設
に

（

。
。

係
る
も
の
に
限
る

に
関
す
る
こ
と

）

社
会
福
祉
事
業
経
営
者
に
対
す
る
報
告
の
徴
収
及
び
施
設

帳
簿

書
県
民
局
長

(1)

○

，
，
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類
等
の
検
査
そ
の
他
事
業
経
営
状
況
の
調
査

２
以
上
の
県
民
局
の
管

（

内
に
お
い
て
社
会
福
祉
事
業
を
経
営
す
る
者
以
外
の
も
の
に
係
る
一
般

（

）

）

監
査
に
係
る
も
の

知
事
が
必
要
と
認
め
た
事
項
を
除
く

に
限
る

。
。

（

7
0

）

第
条

社
会
福
祉
事
業
経
営
者
に
対
す
る
施
設
の
改
善
命
令

２
以
上
の
県
民

県
民
局
長

(2)

（

○

局
の
管
内
に
お
い
て
社
会
福
祉
事
業
を
経
営
す
る
者
以
外
の
も
の
に
係

る
一
般
監
査
に
係
る
も
の

知
事
が
必
要
と
認
め
た
事
項
を
除
く

に

（

）。

）
（

7
1

）

限
る

第
条

。

別
表
第
三
指
導
監
査
室
の
部

の
項
を
削
る
。

13

別
表
第
三
医
療
推
進
課
の
部
１
の
項
２

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(4)

○

(4)
医
療
法
第
５
条
の
２
第
１
項
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
者
に
医
療
法
施

行
規
則

昭
和

年
厚
生
省
令
第

号
第
７
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す

（

2
3

5
0

）

る
病
院
を
管
理
さ
せ
る
こ
と
の
承
認

第
条
第
３
項
た
だ
し
書

医
療

（

1
0

，

）

法
施
行
規
則
第
７
条
の
２
第
２
項
第
２
号

別
表
第
三
医
療
推
進
課
の
部
１
の
項
２

中
「

2
3

5
0

」
を
削
る
。

（

）

昭
和

年
厚
生
省
令
第

号

(5)

別
表
第
三
医
療
推
進
課
の
部
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

。

1
1

（

2
3

医
師
法

昭
和

年
法
律
第

１
臨
床
研
修
に
関
す
る
こ
と

号
の
施
行
に
関
す
る
こ

2
0
1

）

（

1
6

○

と
臨
床
研
修
病
院
の
指
定
及
び
指
定
の
取
消
し

第
条
の
２
第
１
項

。

(1)
，

）

第
４
項
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（

16

）

○

(2)
臨
床
研
修
病
院
ご
と
の
研
修
医
の
定
員
の
設
定
第
条
の
３
第
３
項

「

」

「

」

、

、

「

」

「

」

、

、

、

別
表
第
三
健
康
推
進
課
の
部
６
の
項

中

3
2

を

6
6

に
改
め

同

を
同
項

と
し

同
項

中

2
7

を

6
1

に
改
め

同

を
同
項

と
し

同
項

を
削
り

第
条
第
１
項

第
条
第
１
項

第
条

第
条

15

15

18

14

14

17

13

同
項

中
「

2
5

」
を
「

3
8

」
に
改
め
、
同

を
同
項

と
し
、
同
項

中
「

2
5

」
を
「

3
2

」
に
改
め
、
同

を
同
項

と
し
、
同

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
条
の
９
第
１
項

第
条
第
１
項

第
条
の
８

第
条

12

12

16

11

11

13

13

1
4

○

喫
煙
専
用
室
設
置
施
設
等
の
管
理
権
原
者
に
対
す
る
標
識
の
除
去
又
は
喫

煙
専
用
室
の
供
用
の
停
止
の
勧
告
及
び
命
令
並
び
に
勧
告
に
従
わ
な
か
つ

（

3
4

）

た
旨
の
公
表

第
条

1
5

○

喫
煙
目
的
室
設
置
施
設
の
管
理
権
原
者
に
対
す
る
標
識
の
除
去
又
は
喫
煙

目
的
室
の
供
用
の
停
止
の
勧
告
及
び
命
令
並
び
に
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た

（
3
6

）

旨
の
公
表

第
条

別
表
第
三
健
康
推
進
課
の
部
６
の
項

中
「

2
5

」
を
「

3
1

」
に
改
め
、
同

を
同
項

と
し
、
同
項
９
中
「

2
5

」
を
「

2
9

」
に
改
め
、
同
９
を
同
項

と
し
、
同

第
条
の
７

第
条

第
条
の
５
第
２
項

第
条
第
２
項

10

10

12

11

11

の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

敷
地
内
全
面
禁
煙
実
施
施
設
の
認
定

第
条

保
健
所
長

1
0

（
2
6

）

○

別
表
第
三
健
康
推
進
課
の
部
６
の
項
中
８
を
９
と
し
、
５
か
ら
７
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
下
げ
、
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５
特
定
給
食
施
設
の
届
出
の
受
理

第
条

保
健
所
長

（

2
0

）

○

別
表
第
三
健
康
推
進
課
の
部
６
の
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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1
9

○

喫
煙
可
能
室
設
置
施
設
の
管
理
権
原
者
に
対
す
る
標
識
の
除
去
又
は
喫
煙

可
能
室
の
供
用
の
停
止
の
勧
告
及
び
命
令
並
び
に
勧
告
に
従
わ
な
か
つ

（

3
4

（

3
0

た
旨
の
公
表

第
条

健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

平
成

，

年
法
律
第

号
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

改
正
法

と
い
う

附
則
第

7
8

「

」

）
。

。

）

２
条
第
１
項

喫
煙
可
能
室
設
置
施
設
の
管
理
権
原
者
等
に
対
す
る
報
告
の
徴
収
及
び
立

保
健
所
長

2
0

○

（

）

入
検
査
等

改
正
法
附
則
第
２
条
第
５
項

2
1

○

指
定
た
ば
こ
専
用
喫
煙
室
設
置
施
設
等
の
管
理
権
原
者
に
対
す
る
標
識
の

除
去
又
は
指
定
た
ば
こ
専
用
喫
煙
室
の
供
用
の
停
止
の
勧
告
及
び
命
令
並

び
に
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た
旨
の
公
表

第
条

改
正
法
附
則
第
３
条

（

3
4

，
）

第
１
項

指
定
た
ば
こ
専
用
喫
煙
室
設
置
施
設
等
の
管
理
権
原
者
等
に
対
す
る
報
告

保
健
所
長

2
2

○

（

）

の
徴
収
及
び
立
入
検
査
等

改
正
法
附
則
第
３
条
第
３
項

喫
煙
可
能
室
の
設
置
の
届
出
の
受
理

健
康
増
進
法
施
行
規
則
等
の
一
部

保
健
所
長

2
3

（

○

を
改
正
す
る
規
則

平
成

年
厚
生
労
働
省
令
第

号
以
下
こ
の
項
に

（

3
1

1
7

。

「

」

）

）

お
い
て

改
正
省
令

と
い
う

附
則
第
２
条
第
６
項

。

喫
煙
可
能
室
に
係
る
変
更
の
届
出
の
受
理

改
正
省
令
附
則
第
２
条
第
７

保
健
所
長

2
4

（

○

）

項

喫
煙
可
能
室
の
廃
止
の
届
出
の
受
理

改
正
省
令
附
則
第
２
条
第
８
項

保
健
所
長

2
5

（

）

○
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別
表
第
三
医
薬
安
全
課
の
部
５
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
２
中
「

3
0

1
4

」
を
「

3
0

1
4

」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

覚
せ
い
剤
取
締
法

覚
醒
剤
取
締
法

第
条
の

第
条
の

第
１
項

４
薬
局
開
設
者
等
か
ら
の
覚
醒
剤
原
料
の
廃
棄
の
届
出
の
受
理

第
条
の

保
健
所
長

（

3
0

○

1
4

）

第
２
項

５
薬
局
開
設
者
等
か
ら
の
覚
醒
剤
原
料
の
譲
受
け
の
届
出
の
受
理

第
条

保
健
所
長

（

3
0

○

1
4

）

の
第
３
項

別
表
第
三
医
薬
安
全
課
の
部
中
７
の
項
を
削
り
、
８
の
項
を
７
の
項
と
し
、
９
の
項
か
ら

の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

14

別
表
第
三
子
ど
も
家
庭
課
の
部
１
の
項
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を
二
ず
つ
繰
り
下
げ
、

を

と
し
、
同

の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(7)

(9)

(2)

(6)

(1)

(3)

(3)

○

(1)
児
童
福
祉
施
設
に
対
す
る
最
低
基
準
実
施
の
監
督
及
び
実
地
検
査
の
う

）

ち
一
般
監
査
に
係
る
も
の
被
措
置
児
童
等
虐
待
に
係
る
も
の
に
限
る

（

。

（

4
6

3
8

）

第
条
第
１
項

児
童
福
祉
法
施
行
令
第

条
，

○

(2)
児
童
福
祉
施
設
に
対
す
る
改
善
勧
告
及
び
改
善
命
令
の
う
ち
一
般
監
査

に
係
る
も
の

被
措
置
児
童
等
虐
待
に
係
る
も
の
に
限
る

第
条

（

）
（

4
6

。

）

第
３
項

別
表
第
三
子
ど
も
家
庭
課
の
部
２
の
項
３
中
「

1
1

」
を
「

1
1

」
に
改
め
る
。

第
条
第
３
項

第
４
項

第
条
第
４
項

第
５
項

，
，

別
表
第
三
産
業
企
画
課
の
部
２
の
項
を
削
る
。

別
表
第
三
事
業
者
復
興
支
援
室
の
部
を
削
る
。

別
表
第
三
企
業
誘
致
・
投
資
促
進
課
の
部
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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。

４
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進

１
基
本
計
画
に
関
す
る
こ
と

に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基

（

○

盤
強
化
に
関
す
る
法
律

平
成

基
本
計
画
の
作
成
に
係
る
主
務
大
臣
へ
の
協
議
及
び
同
意
の
請
求
並
び

関
係
課
長

(1)

1
9

4
0

）

（

）

年
法
律
第

号
の
施
行
に

に
同
意
を
得
た
こ
と
の
公
表

第
４
条
第
１
項

第
８
項

，

関
す
る
事
務

○

(2)
基
本
計
画
の
変
更
の
同
意
に
係
る
主
務
大
臣
へ
の
協
議
及
び
同
意
を
得

関
係
課
長

（

）

た
こ
と
の
公
表

第
５
条
第
１
項

第
３
項

，

（

○

(3)
基
本
計
画
の
軽
微
な
変
更
に
係
る
主
務
大
臣
へ
の
届
出

第
５
条
第
２

関
係
課
長

）

項

（

1
1

12

○

２
土
地
利
用
調
整
計
画
の
同
意
及
び
変
更
の
同
意

第
条
第
１
項

第
関
係
課
長

，

）
条
第
１
項

。

３
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
に
関
す
る
こ
と

○

(1)
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
承
認
並
び
に
承
認
に
係
る
関
係
市
町
村
長

関
係
課
長

（

1
3

）

へ
の
通
知
及
び
同
意

第
条
第
１
項

第
６
項

第
８
項

，
，

○

(2)
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
変
更
の
承
認
並
び
に
変
更
の
承
認
に
係
る

関
係
課
長

（

1
4

）

関
係
市
町
村
長
へ
の
通
知
及
び
同
意

第
条
第
１
項

第
３
項

，（

1
4

）

○

(3)
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
に
係
る
承
認
の
取
消
し

第
条
第
２
項

関
係
課
長

。

４
事
業
環
境
の
整
備
に
係
る
措
置
に
関
す
る
こ
と
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○

(1)
事
業
環
境
の
整
備
に
係
る
措
置
の
提
案
に
対
す
る
通
知
及
び
措
置
内
容

関
係
課
長

（

1
5

）

の
公
表

第
条
第
２
項

第
３
項

，

○

(2)
事
業
環
境
の
整
備
に
係
る
措
置
に
関
す
る
法
令
の
規
定
の
解
釈
の
確
認

関
係
課
長

（

1
6

）

の
要
求

第
条
第
１
項

（

2
2

○

５
承
認
地
域
経
済
牽
引
商
品
等
に
係
る
商
標
権
の
譲
受
け
の
承
認

第
条

関
係
課
長

）

第
４
項

（

2
7

○

６
連
携
支
援
計
画
の
承
認
及
び
変
更
の
承
認
の
申
請

第
条
第
１
項

第
関
係
課
長

，

2
8

)
条
第
１
項

○

７
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
者
又
は
承
認
地
域
経
済
牽
引
支
援
機
関
に
対
す

関
係
課
長

（

3
5

）

る
指
導
及
び
助
言

第
条

別
表
第
三
経
営
支
援
課
の
部
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

2
4

○

商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
に

１
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
の
認
定

変
更
の
認
定
及
び
認
定
の
取
消
し

，

（

）

よ
る
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に

第
５
条
第
１
項

第
６
条
第
１
項

第
２
項

，
，

関
す
る
法
律

平
成
５
年
法
律

（

第
号

の
施
行
に
関
す
る
事

5
1

）

務

別
表
第
三
経
営
支
援
課
の
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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○

事
１

岡
山
県
中
小
企
業
等
グ
ル

１
復
興
事
業
計
画
の
認
定
及
び
変
更
の
認
定

ー

業
プ
施
設
等
復
旧
整
備
補
助
事
業

者
に
関
す
る
事
務

復興支援室別
表
第
三
農
政
企
画
課
の
部
３
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

岡
山
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
メ
ガ
生
産
団
地
構
想
推
進
事
業

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
産
地
育
成
推
進
事
業

別
表
第
三
農
産
課
の
部
２
の
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（

1
3

３
農
業
経
営
改
善
計
画
の
認
定

変
更
の
認
定
及
び
認
定
の
取
消
し

第
，

）

条
の
２

○

(1)
計
画
の
対
象
と
な
る
区
域
が
２
以
上
の
県
民
局
の
所
管
区
域
に
わ
た
る

も
の

以
外
の
も
の

県
民
局
長

(2)
(1)

○

別
表
第
三
農
産
課
の
部

の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

岡
山
県
産
地
パ
ワ

ア
ッ
プ
事
業

岡
山
県
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ

ア
ッ
プ
事
業

23

ー
ー

別
表
第
三
畜
産
課
の
部

の
項
１

中
イ
を
ウ
と
し
、
ア
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

17

(9)

イ
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を
遵
守
す
る
旨
の
指
導
及
び
助
言

第
条
の

家
畜
保
健

（

1
2

○
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５
衛
生
所
長

）

別
表
第
三
畜
産
課
の
部

の
項
１
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金
関
係
事
業

33

の
審
査

及
び
緊
急
耐
震
工
事
計
画
の
審
査

第
条
の
３

第
条
の
４

の
決
定

及
び
緊
急
耐
震
工
事
計
画
の
決

別
表
第
三
耕
地
課
の
部
１
の
項
３

中
「

」
を
「

」
に

「

8
7

」
を
「

8
7

」
に
改
め
、
同
３

中
「

」
を
「

、

(3)

(4)

定
第

条
の
３

第
条
の
４

第
条
の
３

第
条
の
４

第
条
の
２

第
条
の
３

県
営
土
地

」
に

「

8
7

」
を
「

8
7

」
に
改
め
、
同
３

中
「

8
7

」
を
「

8
7

」
に
改
め
、
同
３

中
「

8
7

」
の
次
に
「

8
7

」
を
加
え
、
同
３

中
「

、

(5)

(6)

，

(8)

」

「

」

、「

」

「

」

。

改
良
事
業

申
請
に
よ
ら
な
い
県
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
国
有
地
等
の
地
区
編
入
承
認
申
請
及
び
県
営
土
地
改
良
事
業

第
条

第
条
の
２

第
条
の
３

第
条

を

に

8
8

を

8
7

8
7

8
8

に
改
め
る

，
，

第
条
の

第
４
項

第
条
の

第
４
項

農
業
委
員
会
補
助
金
事
業

水
田
の
畑
地
化
推
進
事
業

農
地

別
表
第
三
農
村
振
興
課
の
部

の
項
１
中
「

1
7

3
6

」
を
「

1
7

5
7

」
に
改
め
、
同
部

の
項
中
「

」
の
次
に
「

」
を

「
、

16

17

，

」
の
次
に
「

」
を
加
え
、
同
項
を
同
部

の
項
と
し
、
同
部

の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

耕
作
条
件
改
善
事
業

棚
田
地
域
振
興
緊
急
対
策
交
付
金
事
業

，

18

16

1
7

（

（

○

棚
田
地
域
振
興
法

令
和
元

１
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
の
策
定

変
更
及
び
公
表

第
６
条
第
１
項

第
，

，

4
2

）

）

年
法
律
第

号
の
施
行
に
関

７
項

第
８
項

，

す
る
事
務

（

○

２
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
の
策
定
又
は
変
更
に
係
る
提
案
に
対
す
る
通
知
第

）

６
条
第
６
項

第
８
項

，

（

）

○

３
指
定
棚
田
地
域
の
指
定
の
申
請

第
７
条
第
１
項

（

）

○

４
指
定
棚
田
地
域
の
指
定
に
係
る
提
案
に
対
す
る
通
知

第
７
条
第
４
項

（

）

○

５
指
定
棚
田
地
域
の
指
定
の
解
除
の
申
請

第
７
条
第
６
項

別
表
第
三
林
政
課
の
部

の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

10

1
0

（

）

○

お
か
や
ま
の
木
で
家
づ
く
り

１
事
業
計
画
の
承
認

第
６

（

3
1

支
援
事
業
実
施
要
領

平
成

令和２年３月３１日　岡山県公報　号外



年
３
月

日
林
第

号
の

2
2

8
4
5

）

施
行
に
関
す
る
事
務

ナ
ラ
枯
れ
被
害
拡
大
防
止
総
合
対
策
事
業

広
葉
樹
利
用
促
進
事
業
に
限
る

森
を
見
つ
め
る
交
流
促
進
事
業

県
産
材
利
用
促
進
対
策
事

別
表
第
三
林
政
課
の
部

の
項
中
「

（

）
」
を
削
り

「

」
の
次
に
「

。

、

22

，
，

」
を
加
え
る
。

業
木
づ
か
い
提
案
・
実
証
事
業

，

別
表
第
三
治
山
課
の
部
中
９
の
項
を
削
り
、

の
項
を
９
の
項
と
し
、

の
項
を

の
項
と
し
、

の
項
を

の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

10

11

10

12

11

1
2

（

）

○

苗
木
生
産
者
育
成
対
策
事
業

１
事
業
計
画
の
承
認

第
４

（

1
9

実
施
要
領

令
和
２
年
３
月

日
治
第

号
の
施
行
に
関

7
1
6

）

す
る
事
務

別
表
第
三
治
山
課
の
部

の
項

中
「

）
」
を
削
る
。

（広
葉
樹
保
全
再
生
事
業
に
限
る

。

13

(7)

「

「

道
路
建
設

県
民
局
長

○

○

別
表
第
三
道
路
整
備
課
の
部
１
の
項

中

を

に
改
め
、
同

(10)

課
長

」

」

「

総
務
学
事

「

課
長
へ
の

項
中

を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
部

の
項
１
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
１
備
考
欄
中

を

に
改
め
る
。

か
し

瑕
疵

合
議
は

(11)

(12)

(11)

(13)

(49)

11

，

軽
易
な
も

。

」

の
を
除
く

」

「

「
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県
民
局
長

○

○

県
民
局
長

○

○

別
表
第
三
建
築
指
導
課
の
部

の
項
中

を

に
改
め
る
。

県
民
局
長

○

○

県
民
局
長

○

○

」

」

別
表
第
三
内
部
事
務
課
の
部
１
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
中
７
及
び
８
を
削
り
、
同
部
２
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

認
定
等

支
給
額
及
び
赴
任
旅
費
の
決
定
等

２
予
算
経
理
事
務

集
中
管
理

１
財
務
規
則
に
基
づ
く
収
入
決
定
者
及
び
支
出
命
令
者
の
行
う
べ
き
収
入
決

（

の
対
象
で
あ
る
も
の
に
限
る

定
支
出
負
担
行
為
及
び
支
出
命
令
そ
の
他
の
行
為

。

）

，

○

(1)
職
員
の
給
与
に
関
す
る
も
の

以
外
の
も
の

(2)
(1)

1
0

○

ア
１
件

万
円
を
超
え
る
も
の

1
0

○

イ
１
件

万
円
以
下
の
も
の

（

○

２
歳
入
歳
出
外
現
金
の
払
出
命
令

給
与
そ
の
他
給
付
か
ら
源
泉
徴
収
す
る

17
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）

も
の
に
限
る

。

物
品
の

県
事
務
所
長
に
対
す
る
物
品
の

及
び
県
事
務
所
長
に
対
す
る
当
該
行
為

物
品
の

県
事
務
所
長
に
対
す
る
物

別
表
第
三
用
度
課
の
部
１
の
項
２
中
「

」
を
「

」
に
改
め

「

」
を
削
り
、
同
項
４
中
「

」
を
「

、

」
に
改
め

「

）

」
及
び
「

2
4
0

」
を

品
の

財
産
の
交
換

譲
与

無
償
貸
付
け
等
に
関
す
る
条
例
第
８
条
の
規
定
に
よ
る
無
償
貸
付
け
及
び
減
額
貸
付
け
を
含
む

及
び
県
事
務
所
長
に
対
す
る
当
該
行
為

第
条

、
（

。

，
，

，

物
品
の

県
事
務
所
長
に
対
す
る
物
品
の

並
び
に
寄
託
に
係
る
動
産
の
受
入
れ

第
条

物
品
の

県
事
務
所
長
に
対
す
る
物

削
り
、
同
項
５
中
「

」
を
「

」
に
改
め

「

」
及
び
「

2
5
2

」
を
削
り
、
同
項
６
中
「

」
を
「

、

，

」
に
改
め

「

」
を
削
る
。

品
の

並
び
に
県
事
務
所
長
に
対
す
る
当
該
行
為

、

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
規
則
第
三
十
九
号

岡
山
県
職
員
駐
車
場
の
管
理
及
び
使
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
二
年
三
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
職
員
駐
車
場
の
管
理
及
び
使
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（

）

岡
山
県
職
員
駐
車
場
の
管
理
及
び
使
用
に
関
す
る
規
則

平
成
二
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
一
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
及
び
」
を
「
、
同
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職

員
及
び
」
に

「
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
臨
時
的
任
用
の
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項

、

の
規
定
に
よ
り
臨
時
的
任
用
を
さ
れ
た
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
五
級
地
の
項
中
「
、
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
水
産
研
究
所
内
水
面
研
究
室
」

を
削
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
規
則
第
四
十
号

覚
せ
い
剤
取
締
法
施
行
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

覚
せ
い
剤
取
締
法
施
行
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
覚
せ
い
剤
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

覚
せ
い
剤
取
締
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

第
一
条

よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

覚
醒
剤
取
締
法
施
行
細
則

第
一
条
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に

「
覚
せ
い
剤
取
締
法
施
行
規
則
」

、

を
「
覚
醒
剤
取
締
法
施
行
規
則
」
に
改
め
る
。

第
二
条
及
び
第
三
条
中
「
覚
せ
い
剤
原
料
取
扱
者
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
取
扱
者
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
五
号
中

第
三
十
条
の
十
四

を

第
三
十
条
の
十
四
第
一
項

に

覚
せ
い
剤

覚

「

」

「

」

、「

（

せ
い
剤
原
料
）
事
故
届
出
書
」
を
「
覚
醒
剤
（
覚
醒
剤
原
料
）
事
故
届
出
書
」
に
改
め
、
同
条
第
六

「

（

）

」

「

（

）

」

号
中

覚
せ
い
剤

覚
せ
い
剤
原
料

所
有
報
告
書

を

覚
醒
剤

覚
醒
剤
原
料

所
有
報
告
書

に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
覚
せ
い
剤
（
覚
せ
い
剤
原
料
）
譲
渡
報
告
書
」
を
「
覚
醒
剤
（
覚
醒
剤

原
料
）
譲
渡
報
告
書
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
覚
せ
い
剤
（
覚
せ
い
剤
原
料
）
廃
棄
願
出
書
」

「

（

）

」

、

「

」

を

覚
醒
剤

覚
醒
剤
原
料

廃
棄
願
出
書

に
改
め

同
条
第
九
号
中

覚
せ
い
剤
年
間
報
告
書

「

」

、

「

」

を

覚
醒
剤
年
間
報
告
書

に
改
め

同
条
第
十
一
号
中

覚
せ
い
剤
原
料
保
管
場
所
廃
止
届
出
書

を
「
覚
醒
剤
原
料
保
管
場
所
廃
止
届
出
書
」
に
改
め
る
。

覚
せ
い
剤
取
締
法

覚
醒
剤
取
締
法

覚
せ
い
剤
又
は
覚
せ
い
剤

様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に

「
、

」
を
「

」
に
改
め
る
。

原
料

覚
醒
剤
又
は
覚
醒
剤
原
料
の

様
式
第
二
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

覚
せ
い
剤
取
締
法

覚
醒
剤
取
締
法

覚
せ
い
剤
取
締
法

覚
醒
剤
取
締
法

き
損
し
た

毀
損
し

様
式
第
三
号
中
「

」
を
「

」
に

「

」
を
「

、

」
に
改
め
る
。

た

様
式
第
四
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

覚
せ
い
剤
取
締
法

覚
醒
剤
取
締
法

様
式
第
五
号
中
「

（

）

」
を
「

（

）

覚
せ
い
剤

覚
せ
い
剤
原
料

事
故
届
出
書

覚
醒
剤

覚
醒
剤
原
料

」
に

を

事
故
届
出
書

覚
せ
い
剤
取
締
法

の

、
「

第
条

2
3

」

第
条
の

3
0

1
4
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「

に
、

を

「覚
醒
剤
取
締
法

の
第

条
2
3

事
故

覚
せ

い
剤

」

（

）

第
条
の

第
１
項

3
0

1
4

覚
せ
い
剤
原
料

」

「

に
改
め
る
。

事
故

覚
醒

剤

（

）
覚
醒
剤
原
料

」

様
式
第
六
号
中
「

（

）

」
を
「

（

）

覚
せ
い
剤

覚
せ
い
剤
原
料

所
有
報
告
書

覚
醒
剤

覚
醒
剤
原
料

」
に

「

」
を
「

」
に
、

所
有
報
告
書

覚
せ
い
剤
取
締
法

覚
醒
剤
取
締
法

、

「

「
を

に
改
め
る
。

所
有

覚
せ

い
剤

所
有

覚
醒

剤

（

）

（

）

覚
せ
い
剤
原
料

覚
醒
剤
原
料

」

」

様
式
第
七
号
中
「

（

）

」
を
「

（

）

覚
せ
い
剤

覚
せ
い
剤
原
料

譲
渡
報
告
書

覚
醒
剤

覚
醒
剤
原
料

」
に

「

」
を
「

」
に
、

譲
渡
報
告
書

覚
せ
い
剤
取
締
法

覚
醒
剤
取
締
法

、

「

「
を

に
改
め
る
。

譲
渡

覚
せ

い
剤

譲
渡

覚
醒

剤

（

）

（

）

覚
せ
い
剤
原
料

覚
醒
剤
原
料

」

」

様
式
第
八
号
中
「

（

）

」
を
「

（

）

覚
せ
い
剤

覚
せ
い
剤
原
料

廃
棄
願
出
書

覚
醒
剤

覚
醒
剤
原
料

」
に

「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

廃
棄
願
出
書

覚
せ
い
剤
取
締
法

覚
醒
剤
取
締
法

、覚
せ

い
剤

年
間

報
告

書
覚

醒
剤

年
間

様
式
第
九
号
中
「

」
を
「

」
に

「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

報
告

書
覚
せ
い
剤
取
締
法

覚
醒
剤
取
締
法

、

様
式
第
十
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

覚
せ
い
剤
原
料
取
扱
者

覚
醒
剤
原
料
取
扱
者

覚
せ
い
剤
原
料
保
管
場
所
廃
止
届
出
書

覚
醒
剤
原
料
保
管
場
所
廃
止

様
式
第
十
一
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を

届
出
書

覚
せ
い
剤
取
締
法

覚
醒
剤
取
締
法

覚
せ
い
剤
原
料
保
管
場
所

「

「

」
に
、

を

覚
醒
剤
原
料
保
管
場
所

廃
止
し
た
覚
せ
い
剤

原
料

保
管

場
所
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」

「

に
改
め
る
。

廃
止
し
た
覚
醒
剤

原
料

保
管

場
所

」

（
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
九
年
岡
山
県
規
則

第
二
条

第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
三
十
五
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

覚
せ
い
剤

覚
醒
剤

（
衛
生
関
係
法
令
に
基
づ
く
申
請
等
の
経
由
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

衛
生
関
係
法
令
に
基
づ
く
申
請
等
の
経
由
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
九

第
三
条

十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
十
四
号
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
覚

、
、

せ
い
剤
製
造
業
者
、
覚
せ
い
剤
施
用
機
関
及
び
覚
せ
い
剤
研
究
者
」
を
「
覚
醒
剤
製
造
業
者
、
覚
醒

剤
施
用
機
関
及
び
覚
醒
剤
研
究
者
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
覚
せ
い
剤
製
造
業
者
」
を
「
覚
醒
剤
製

造
業
者
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
覚
せ
い
剤
施
用
機
関
」
を
「
覚
醒
剤
施
用
機
関
」
に
改
め
、
同
号

ニ
中
「
覚
せ
い
剤
研
究
者
」
を
「
覚
醒
剤
研
究
者
」
に
改
め
、
同
号
ホ
か
ら
チ
ま
で
の
規
定
中
「
覚

せ
い
剤
製
造
業
者
、
覚
せ
い
剤
施
用
機
関
及
び
覚
せ
い
剤
研
究
者
」
を
「
覚
醒
剤
製
造
業
者
、
覚
醒

剤
施
用
機
関
及
び
覚
醒
剤
研
究
者
」
に
改
め
、
同
号
リ
中
「
覚
せ
い
剤
製
造
業
者
」
を
「
覚
醒
剤
製

造
業
者
」
に
改
め
、
同
号
ヌ
中
「
覚
せ
い
剤
施
用
機
関
」
を
「
覚
醒
剤
施
用
機
関
」
に
改
め
、
同
号

ル
中
「
覚
せ
い
剤
研
究
者
」
を
「
覚
醒
剤
研
究
者
」
に
改
め
、
同
号
ヲ
中
「
覚
せ
い
剤
研
究
者
の
覚

せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
研
究
者
の
覚
醒
剤
」
に
改
め
、
同
号
ワ
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に

改
め
、
同
号
カ
中
「
覚
せ
い
剤
研
究
者
」
を
「
覚
醒
剤
研
究
者
」
に
改
め
、
同
号
ヨ
中
「
覚
せ
い
剤

製
造
業
者
の
覚
せ
い
剤
保
管
営
業
所
」
を
「
覚
醒
剤
製
造
業
者
の
覚
醒
剤
保
管
営
業
所
」
に
改
め
、

同
号
タ
か
ら
ツ
ま
で
の
規
定
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
、
同
号
ネ
中
「
覚
せ
い
剤
製

造
業
者
」
を
「
覚
醒
剤
製
造
業
者
」
に
改
め
、
同
号
ナ
中
「
覚
せ
い
剤
施
用
機
関
」
を
「
覚
醒
剤
施

用
機
関
」
に

「
覚
せ
い
剤
研
究
者
」
を
「
覚
醒
剤
研
究
者
」
に
改
め
、
同
号
ラ
中
「
覚
せ
い
剤
原

、

料
輸
入
業
者
、
覚
せ
い
剤
原
料
輸
出
業
者
、
覚
せ
い
剤
原
料
製
造
業
者
、
覚
せ
い
剤
原
料
取
扱
者
及

び
覚
せ
い
剤
原
料
研
究
者
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
輸
入
業
者
、
覚
醒
剤
原
料
輸
出
業
者
、
覚
醒
剤
原
料

、

」

、「

」

製
造
業
者

覚
醒
剤
原
料
取
扱
者
及
び
覚
醒
剤
原
料
研
究
者

に

覚
せ
い
剤
原
料
輸
入
業
者
等
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を
「
覚
醒
剤
原
料
輸
入
業
者
等
」
に
改
め
、
同
号
ム
か
ら
オ
ま
で
の
規
定
中
「
覚
せ
い
剤
原
料
輸
入

業
者
等
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
輸
入
業
者
等
」
に
改
め
、
同
号
ク
中
「
覚
せ
い
剤
原
料
輸
入
業
者
、
覚

せ
い
剤
原
料
輸
出
業
者
及
び
覚
せ
い
剤
原
料
製
造
業
者
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
輸
入
業
者
、
覚
醒
剤
原

料
輸
出
業
者
及
び
覚
醒
剤
原
料
製
造
業
者

に
改
め

同
号
ヤ
中

覚
せ
い
剤
原
料
取
扱
者

を

覚

」

、

「

」

「

醒
剤
原
料
取
扱
者
」
に
改
め
、
同
号
マ
中
「
覚
せ
い
剤
原
料
研
究
者
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
研
究
者
」

に
改
め
、
同
号
ケ
中
「
覚
せ
い
剤
原
料
輸
入
業
者
の
覚
せ
い
剤
原
料
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
輸
入
業
者

の
覚
醒
剤
原
料
」
に
改
め
、
同
号
フ
中
「
覚
せ
い
剤
原
料
輸
出
業
者
の
覚
せ
い
剤
原
料
」
を
「
覚
醒

剤
原
料
輸
出
業
者
の
覚
醒
剤
原
料
」
に
改
め
、
同
号
コ
中
「
覚
せ
い
剤
原
料
輸
入
業
者
、
覚
せ
い
剤

原
料
輸
出
業
者
、
覚
せ
い
剤
原
料
製
造
業
者
及
び
覚
せ
い
剤
製
造
業
者
の
覚
せ
い
剤
原
料
」
を
「
覚

醒
剤
原
料
輸
入
業
者
、
覚
醒
剤
原
料
輸
出
業
者
、
覚
醒
剤
原
料
製
造
業
者
及
び
覚
醒
剤
製
造
業
者
の

覚
醒
剤
原
料
」
に
改
め
、
同
号
エ
中
「
覚
せ
い
剤
原
料
取
扱
者
の
覚
せ
い
剤
原
料
」
を
「
覚
醒
剤
原

」

、

「

」

「

」

、

料
取
扱
者
の
覚
醒
剤
原
料

に
改
め

同
号
テ
中

覚
せ
い
剤
原
料

を

覚
醒
剤
原
料

に
改
め

「

」

「

」

、

、

、

同
号
メ
中

覚
せ
い
剤

を

覚
醒
剤

に
改
め

同
メ
を
同
号
シ
と
し

同
号
ユ
を
同
号
ミ
と
し

同
号
キ
中

覚
せ
い
剤
原
料

を

覚
醒
剤
原
料

に
改
め

同
キ
を
同
号
メ
と
し

同
号
サ
中

覚

「

」

「

」

、

、

「

せ
い
剤
原
料
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
」
に
改
め
、
同
サ
を
同
号
ユ
と
し
、
同
号
ア
中
「
第
三
十
条
の
十

四
」
を
「
第
三
十
条
の
十
四
第
一
項
」
に

「
覚
せ
い
剤
原
料
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
」
に
改
め
、
同

、

ア
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

サ

法
第
三
十
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
又
は
調
剤
済
み
の
医
薬
品
で
あ
る
覚
醒
剤

原
料
の
廃
棄
の
届
出

キ

法
第
三
十
条
の
十
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
又
は
調
剤
済
み
の
医
薬
品
で
あ
る
覚
醒
剤

原
料
の
譲
受
の
届
出

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
覚
せ
い
剤
取
締
法
施
行
細
則
及
び
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉

に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和２年３月３１日　岡山県公報　号外


